
第２次安城市市民協働推進計画の係る実施状況（令和３年度分）等に対する委員からの質問等

No.
該当ページ

事業
（担当課）

質問事項等 回　答

1 全体

やっと、コロナ感染が落ち着き始め、一部実施
できないものもありましたが、大体の事業が実
施でき、課題解決ができてよかったです。
団体の皆様、職員の皆様、ご苦労様でした。

2

１／２ページ
基本方針１～５

成果指標
２市民活動団体ｾﾝﾀｰの

登録団体数
（市民協働課）

「目標値【Ｒ５年度】４３０団体」に対し「Ｒ
３年度４５１団体」は高く評価できますので、
この状態を維持向上していただきたいです。

3

１／２ページ
基本方針１～５

成果指標
３市内のNPO法人数

（市民協働課）

「目標値【Ｒ５年度】４５団体」に対し「現状
値【平成２８年度】３８団体」、「Ｒ３年度３
８団体」は相当な努力をしないと目標達成は困
難であると思いますので、Ｒ５年度目標値に近
づけるように対策し、事業を推進していただき
たいです。

4

１／２ページ
基本方針１～４

基本施策別評価結果

（市民協働課）

「合計事業数４８に対して、達成とＡで４４
（９１．７％）」は高く評価できますので、全
ての事業でＡとなるよう事業を推進していただ
きたいです。

5

１／２ページ
事業別進捗状況

1（1）2
被災地ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動

に対する支援
（市民協働課）

コロナ禍でやむをえない面もあったかとは思い
ますが、ＡＡＢＢと連続してＢＢですので、３
年連続でＢとならないよう対策し、事業を推進
していただきたいです。

6

１／２ページ
事業別進捗状況

1（3）2
市民協働ｻﾎﾟｰﾀｰ
実践の場の提供
（市民協働課）

２／２ページ
4（1）4

大型ﾓﾆﾀｰなどを
活用した情報発信

の支援
（ｱﾝﾌｫｰﾚ課）

コロナ禍でやむをえない面もあったかとは思い
ますが、 ＡＡＡＢですので、２年連続でＢと
ならないよう対策し、事業を推進していただき
たいです。

7

２／２ページ
事業別進捗状況

2（2）1
円卓会議の開催
（市民協働課）

コロナ禍でやむをえない面もあったかとは思い
ますが、 ＡＢＢＢと連続でＢＢＢですので、
４年連続でＢとならなによう対策し、事業を推
進していただきたいです。

資料１

資料４
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No.
該当ページ

事業
（担当課）

質問事項等 回　答

8

１ページ
1-(1)-1

ｲﾍﾞﾝﾄ等を活用した
市民活動に関する

ＰＲの実施
（市民協働課）

「施策の進捗度Ａ」は評価できます。
　ただ　「事業実績」欄に「アンフォーレのイ
ベントで協働事例集を配布しました。」とあり
ますが、具体的のどのようなイベントで協働事
例集を配布し、配布した際の反応を教えていた
だきたいです。

聖火リレーのセレモニー開催日に、アンフォー
レにて市の啓発ブースが設置されるという話が
あり、配布用の協働事例集を用意しましたが、
当日、ブースが設置されていなかったことが判
明しました。
そのため、資料２（１ページ）の事業の実績か
ら「アンフォーレのイベントで協働事例集を配
布しました。」を削除します。申し訳ございま
せんでした。
なお、情報提供等は実施していますので、評価
は変更なしでお願いします。

9

「事業実績」欄に「外部評価を受け」とありま
すが、具体的にどのような「外部評価」により
どのよう指摘があって、どのような対策を実施
され、その結果どのような改善がなされたのか
を補足説明をしていただきたいです。

安城市行政改革審議会における外部評価を受
け、被災地ボランティア活動支援事業の周知及
び支給要件などの見直しを検討するとともに、
被災地ボランティア活動の経験を生かすため
に、災害ボランティアコーディネーター養成講
座に参加しやすいしくみの構築、また、自主防
災リーダーなど他の活動との連携についても検
討するよう意見をいただきました。事業主体で
ある安城市社会福祉協議会と周知方法や講座の
実施方法等を改善に向け協議し進めていきま
す。

10

被災地ボランティア活動支援事業を市民に広く
認知してもらう必要がありますが、アンフォー
レ大型モニターの活用は周知先として利用され
ているのでしょうか。

アンフォーレ大型モニターは現在活用していま
せんが、周知方法や周知先について改善が必要
となるため、今後活用していきます。

11

被災地ボランティア活動に対する支援：令和４
年度自主防災リーダー養成研修第１回にて、
「災害ボランティアセンターについて」が取り
上げられており、こうした地道な活動が市民
（特にこれから自主防災活動に取り組む人達）
に広く認知してもらえることにつながると思い
ます。

12

３ページ
1-(1)-3

ボランティア体験
プログラムの開催
（社会福祉協議会）

チラシより抜粋（学生さんも一般の人も誰でも
気軽に参加できます。）
一般の人は、参加募集の情報源はどのような方
法がありますか。

各公民館、福祉センター、市民活動センター、
青少年の家へのチラシの設置や社会福祉協議会
のホームページ・社協だよりへの掲載を行い、
周知を図っています。また、令和４年度からは
ＬＩＮＥ配信を行っています。

13

５ページ
1-(2)-2

ｼﾙﾊﾞｰｶﾚｯｼﾞの開催
（生涯学習課）

「施策の進捗度Ａ」は評価できます。
ただ「実績からみえてきた課題」に記載がある
ように、コロナ禍では「ボランティア活動等の
自主活動へつなげていくことも難しい現状で
す。」というのは理解はできますが、Ｒ４年度
以降は生涯学習課の指導力を発揮して、自主活
動へつなげていただきたいです。
団塊世代はコロナ禍を契機として市民活動やボ
ランティア活動から引退され、コロナ禍が終息
しても復帰されない恐れが高いと思われます。
これ以上のボランティア活動の中断は、ボラン
ティア活動の再起不能となる恐れがありますの
で、Ｒ４以降、受講者がボランティア活動を自
立的に取り組めるように後押しをしていただき
たいです。

資料２

２ページ
1-(1)-2

被災地ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動
に対する支援
（市民協働課）
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No.
該当ページ

事業
（担当課）

質問事項等 回　答

14

７ページ
1-(3)-1

市民協働ｻﾎﾟｰﾀｰ
養成講座の開催
（市民協働課）

「施策の進捗度Ａ」は評価できます。
ただ「実績からみえてきた課題」欄に「協働に
よるまちづくりを実践し、次期市民協働計画の
策定に携わる人材が必要です。」と記載がある
ように、コロナ禍でやむをえないこととは思い
ますが「講座は受講し、横のつながりはできま
した。」で留まっているのではないか、と思い
ます。
Ｒ４年度以降は、更に一歩進めて、協働サポー
ターとして自立的な活動ができるような後押し
を進めていただきたいです。

15

８ページ
1-(3)-2

市民協働ｻﾎﾟｰﾀｰの
実践の場の提供
（市民協働課）

「実績からみえてきた課題」欄に「コロナ禍と
いうこともあり、実践機会が少ないことが課題
です。」とあり、「課題解決のために行う取組
（改善点）」に「次期市民協働推進計画の策定
において活躍していただける場を提供してして
いきます。」とあります。
ぜひ、これまでに「協働サポーター養成講座を
受講された全受講者の皆様」に「次期市民協働
推進計画の策定」活動にご参加いただくようご
案内していただきたいです。

16

９ページ
1-(4)-1

職員の市民活動への
自主的・主体的

参加の推進
（市民協働課）

「施策の進捗度Ａ」は評価できます。
ただ「事業の実績」欄に「庁内掲示板に掲載し
ました。」と記載がある通りで、「実際に参加
された実績がない。又は把握されていない。」
ということではないかと思います。
「課題解決のために行う取組（改善点）」欄に
記載の通り、安城市民活動センターとも連携し
ながら、市民活動団体からも協力を得て、職員
が参加したいと思う情報提供と共に、職員の参
加のバリヤーを除く努力をしていただきたいで
す。

17

職員向け協働についての研修、係長以下の職員
５３名参加とあります。研修を受けていない職
員が多数いますと記述がありますが、研修は任
意でしょうか。

業務に支障が出ないよう、研修へは、これまで
に同研修に参加していない職員を対象に、各課
１～２名の参加を依頼しています。
町内会に関する研修については、２か年開催
し、累計１０５人の職員が参加しています。

18

市職員（係長以下）向け市民協働研修会を、２
年に亘って開催され、講師を務めさせていただ
きました。研修会の後段で「市職員にお願いし
たいこと」にも触れ、「相手方との気持ちの通
じる対応が欠かせない」、そのためには「担当
者と上司との報連相ができていること」として
います。その上で必要な場合には担当者任せと
せず、上司の顔が相手方に見えるような配慮も
お願いしたいです。
⇒こうすることが、市民満足度の向上につなが
ります。

19

「施策の進捗度Ａ」は高く評価できます。「事
業の実績」欄に記載のある通り、特に、「町内
会、市、社協等との協働」や「愛知県の協働
ルールブックのついての説明」は大変良い試み
であったと思います。
更に「愛知県の協働ルールブック」を進化させ
て「（仮称）安城市の協働ルールブック」の制
定に取り組んでいただきたいです。

１０ページ
1-(4)-2
職員向け

市民協働研修の実施
（市民協働課）
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No.
該当ページ

事業
（担当課）

質問事項等 回　答

20

１４ページ
2-(1)-4

市民活動ｾﾝﾀｰ・
生涯学習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ

における相談・
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ機能の充実

（市民協働課）

「施策の進捗度Ａ」は高く評価できます。
特に「事業の実績」欄に記載がある通り「市民
活動補助金申請団体へは、…伴走支援を行いま
した。」は大変良い取り組みであると思いま
す。
今後は、この取り組みを積極的にPRすると共に
拡充していっていただき、資料１　●基本方針
１〜５成果指標　成果指標３「目標値【Ｒ５年
度】４５団体」の目標達成につなげていただき
たいです。

21

１５ページ
2-(1)-4

市民活動ｾﾝﾀｰ・
生涯学習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ

における相談・
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ機能の充実

（生涯学習課）

「施策の進捗度Ａ」は高く評価できます。
「事業の実績」に記載されている「地域をつく
る、かえる、いかすコーディネーターを学ぶ講
座」は良い取り組みでは、とは思いますが、こ
の講座の詳細と、特に、この講座から得られた
成果を教えていただきたいです。
また、「課題解決のために行う取組（改善
点）」欄に「人材養成のための講座を実施しま
す。」とありますが、「生涯学習ボランティア
センターとして、どのような人材を養成されよ
うとしているのか」を教えていただきたいで
す。
当然「市民活動センター」と「生涯学習ボラン
ティアセンター」の役割は異なっていると思い
ますので、その「役割に応じた人材の養成」が
必要と思われますので、この点を明確にして、
講座を実施していただきたいです。

地域をつくる、かえる、いかすコーディネー
ターを学ぶ講座は、コーディネーターとしての
役割や業務内容について事例として地域学校協
働活動の取組の観点から説明いただきました。
この講座は一般公募のほか、生涯学習ボラン
ティアセンター利用団体にも受講いただきまし
たが、様々な形で生涯学習に携わっている方に
コーディネーター本来の役割、活動を理解いた
だけたことが成果であると考えています。
生涯学習ボランティアセンターを中心に団体な
どと協働しつつ、生涯学習に取り組みたいと考
える市民やグループに対する学習相談、活動相
談などに対応できる人材の養成を図っていま
す。

22

１６ページ
2-(1)-5

図書情報館の運営
（ｱﾝﾌｫｰﾚ課）

「施策の進捗度Ａ」は評価できます。
「Ｐ  課題解決のために行う取組」欄に「ボラ
ンティア活動をさらに活発にしていくため、ボ
ランティア団体との連携をさらに進めていきま
す。」との記載があると共に「施策の進捗度
Ａ」は高く評価できます。
ただ「アンフォーレ課に登録しているボラン
ティア団体」は「安城図書館友の会」を除くと
「読みきかせの会」が大半ではないかと思いま
す。
図書情報館の役割や機能や求められるニーズは
「読みきかせ」以外にも幅広くあると思いま
す。
例えば、大府市のアローブのような「おとなの
読書会的なサークル」や「同人誌制作的なサー
クル」等の幅広いボランティア組織が加わるこ
とで、図書情報館の多様なサードプレイス的な
利用促進の啓発にも寄与できるのではないかと
思います。
ぜひ、図書情報館のボランティア活動と組織の
在り方を、従来の考えに固執しないで、新しい
図書情報館ボランティアのあり方をご検討いた
だきたいです。
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No.
該当ページ

事業
（担当課）

質問事項等 回　答

23

１７ページ
2-(1)-6

地区公民館の運営
（生涯学習課）

「施策の進捗度Ａ」は評価できます。
ただ「ＰＤＣＡ」の各欄に記載されている内容
をみると、全てが現状維持でしかありません。
地区公民館が、ただ現状維持するだけであれ
ば、市が直営で運用する意味を見出せません。
安城市の地区公民館制度は、他市とは異なる安
城市のユニークな地域施設であり、中学校区単
位で設置されています。
一方、町内会は、伝統的な自主運営組織である
ため、その規模や実力に大きな違いがありま
す。
「町内会」を担当するのが「市長部局の市民協
働課」で、「地区公民館」を担当するのが「教
育委員会の生涯学習課」であることは理解でき
ますが、「中学校単位」で設置されている「地
区公民館」が、大小様々な町内会組織の横串を
刺す「ひとづくり」を１０年先を見据えて、ご
検討していただきたいです。
少子高齢化が進む現状のままでは、規模の小さ
い町内会は、その運営が更に厳しくなっていく
ものと思われます。

24

２０ページ
2-(2)-1

円卓会議の開催
（市民協働課）

「事業内容」欄の記載内容が抽象的なため、具
体的に実施されている事業が、この事業でいう
「円卓会議」として実施されているのかが市民
には理解できていいないのでは、と思いますの
で、少なくとも、この事業の一環として開催さ
れているので有れば、チラシなどの何処か「円
卓会議」という表現を入れていただきたいで
す。
「施策の進捗度がＢ」となっているのは、そも
そも「円卓会議」とは何かが明確でないためで
はないかと思われますので、ここを明確にして
いただきたいです。

25

２３ページ
2-(2)-4

町内福祉委員会
研修会の開催

（社会福祉協議会）

６月１４日地域見守り活動者情報交換会が開催
されました。内容は町内福祉委員会全体研修に
近いものでありましたが、全体研修会との関係
はどうなっていますか。
地区社協や地域包括支援センターが開催する講
演会・会議・勉強会等への参加依頼が多く、町
内福祉委員会（民生委員を含む）での動員に掛
かる負担が大きいです。関係者間の交通整理が
必要ではないでしょうか。

町内福祉委員会全体研修会は、地区社協が見守
り活動の推進指定をした町内福祉委員会に活動
報告を行っていただくことで、見守り活動のさ
らなる進展を考える機会となるよう開催してい
ます。
これに対して、地域見守り活動者情報交換会
は、見守り活動者同士の情報交換を目的として
います。
令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、グループワークや相互交流の場の提
供を避け、町内福祉委員会が取り組まれた活動
の工夫や、地域見守り活動とフレイル対策を知
る機会として開催しました。
こうした講演会等の実施にあたっては、それぞ
れの講演会等の内容を確認し、地区社協や地域
包括支援センター等の関係者間で調整が図れる
ように努めます。
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該当ページ

事業
（担当課）

質問事項等 回　答

26

２７ページ
3-(1)-1

健幸都市の推進
（健幸=ＳＤＧｓ課）

「施策の進捗度」欄に「令和元年度　達成」と
ありますので、本計画で取り上げた事業内容は
「済」という解釈でよろしいでしょうか。
なお、「地域の社会課題を解決するために…、
公民連携によるＳＤＧｓの取り組みを推進して
います。」との記載がありますが、この記載内
容の意味がよく理解できません。
同一の事業内容が複数の計画、特に総合計画と
重複記載されることは理解できます。
ただ、市民にとって非常に分かりづらいのが、
「協働ないしは市民協働（この使い分けも理解
不能ですが、できればどちらかに統一していた
だきたい。）」と「公民連携」の使い分けとそ
の取り扱う領域です。
特に、「次期（第３次）安城市市民協働推進計
画」に反映する範囲はどこなのか、当然、重複
する範囲はあると思いますので、
「①重複する範囲」と
「②市民協働・協働のみに含まれる範囲」と
「③公民連携のみに含まれる範囲」を明確に記
載していただきたいです。
個人的な見解では、
（１）定義的には全ての分野で重複する（市民
協働＝公民連携）。
（２）ただし、市民協働課（内閣府）が担当す
る範囲が「市民協働」で、都市計画課（国土交
通省）が担当する範囲が「公民連携」である、
ように思われますが、安城市役所の見解をお聞
かせいただきたいです。

まず、市民協働推進計画で取り上げた事業内容
については、ご指摘のとおり「済」という解釈
で問題ありません。

次に「市民協働と公民連携の使い分けとその取
り扱う領域」についてですが、本市では「協
働」、「公民連携」の用語を以下のとおり定義
づけております。
・公民連携…企業をはじめとする民間事業者等
と行政が連携して公共サービスの提供を行う取
組（出典：安城市公民連携ガイドライン）
・市民協働…市民、地域団体、市民活動団体、
事業者及び市が地域の課題を解決するために、
それぞれの特性を生かして補完し合い、協力す
ること（出典：安城市市民協働推進条例）
どちらも地域の課題解決のため複数の主体が協
力して取り組むという点では同じ意味ですが、
「市役所等の公的機関と民間事業者等との連
携」を強調する場合において「公民連携」と表
現するものと認識しています。

27

３９ページ
4-(1)-2

町内会への加入促進
に関する啓発
（市民協働課）

実績から見えてきた課題に「活動の紹介を見た
人から活動に対する批判がありました。」とあ
ります。活動紹介の内容については、相当気を
遣っていますが、どういった批判があったので
しょうか。
４年度の活動紹介では、どのように改善された
のでしょうか。

「町内会への加入を市が強制しているのか」、
「町内会活動に参加することで得られるものを
書くべきだ」といった意見がありました。
令和４年度では、活動の紹介に加え、町内会運
営に関わっている方（事務員）に取材すること
で、町内会運営（活動）に関わることで得られ
たものを、市からではなく、市民側からＰＲで
きるようにしました。

28

４１ページ
4-(1)-4

大型モニターなどを
活用した情報発信の

支援
（ｱﾝﾌｫｰﾚ課）

個人的には、市民が手軽に広報できる優れた仕
組みであると思います。
意外にも、「施策の進捗度」欄が「Ｂ」となっ
ており、「Ａ 課題解決のために行う取組（改
善点）」欄に「…５０インチタッチパネルでも
見られることをＰＲします。」とありますが、
「Ｂ」である理由が「５０インチタッチパネル
でも見られることが知られてい無いこと」なの
でしょうか、ご回答いただきたいです。
これがＢの理由であれば、個人的には「Ａ」で
も良いのでは思います。
むしろ、以前に利用していて、最近は利用しな
くなった利用者（投稿者）の立場からいえば
（１）掲載依頼してから情報が掲載されるまで
に数日から１週間以上を要すること
（２）投稿日から掲載終了期間が短い（３０
日？）ため、頻繁に再掲載のために頻繁に投稿
依頼しなければならなことがありました。
現状、（１）投依頼してから何日以内に掲載さ
れますでしょうか、又（２）投稿日から最大何
日掲載が可能ですか、教えていただきたいで
す。

「Ｂ」とした理由は、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により、５０インチタッチパネル
を市民の方が自発的に触る機会が減ったため、
情報に触れていただく機会が減ったという状況
があるからです。

質問（１）通常２日に１回承認作業を実施して
おりますが、連休などの休暇により、承認が遅
れる場合がありますのでご理解下さい。
質問（２）最大３０日の掲載となっていました
が、現在は承認後、イベント終了日または掲載
終了日まで表示されます。
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No.
該当ページ

事業
（担当課）

質問事項等 回　答

29

４６ページ
4-(2)-2

市民活動や多様な主体
による協働事例の

発表会の開催
（市民協働課）

３年度もコロナ禍の中にありましたが、１月開
催の市民活動補助金本審査、３月開催のオンラ
イン成果報告会とも、発表団体の工夫が見ら
れ、円滑に進められました。十分な活動ができ
なかった団体もありましたが、全体としてはレ
ベルアップの跡が見られました。

30

４７ページ
4-(2)-3

「協働事業事例集」
の発行

（市民協働課）

「事業の実績」欄に「アンフォーレや市民交流
センターのイベント時に、協働事業事例集「コ
ネクト」を配布しました。」とありますが、具
体的にどのようなイベントでどのくらいの部数
を配布されたのか、記録が残っていれば教えて
いただきたいです。

質問Ｎｏ.１の回答のとおり、アンフォーレで
は配布できませんでしたので、事業の実績から
アンフォーレの記載を削除します。申し訳ござ
いません。
市民交流センターでは、未来応援プロジェクト
で約１０部、補助金本審査で約２０部、成果報
告会で約１０部を配布しました。

資料３

31

１／２ページ
5-1-1

防犯研修会の開催と
防犯抑止事業の実施

（市民安全課）
5-1-2

減災まちづくり研究会
の協働運営

（危機管理課）
5-1-7

健康に関する啓発活動
の実施

（健康推進課）

「実施」とありますように、コロナ禍での内容
としては評価できます。
Ｒ４年度以降は、新型コロナ感染症発生以前の
レベルに早く戻って活動していただきたいで
す。

32

１／２ページ
5-1-4

あんぷくまつりの開催
（障害福祉課）

コロナ禍により「未実施」はやむをえないこと
とは思います。
Ｒ４年度以降は、新型コロナ感染症発生以前の
レベルに早く戻って活動していただきたいで
す。

33

１／２ページ
5-1-12

川と海のクリーン
大作戦の実施
（維持管理課）

5-1-15
安城桜井駅周辺地区の

まちづくり
（区画整理課）

コロナ禍により「未実施」はやむをえないこと
とは思います。
コロナ禍だから中止で終わりにするのではな
く、コロナ禍でも実施できることを工夫して実
施していただけると良かったと思います。
Ｒ４年度以降は新型コロナ感染症発生以前のレ
ベルに早く戻って活動いただきたいです。

34

１／２ページ
5-1-13

自転車利用促進の取組
（都市計画課）

「実施」とありますように、コロナ禍での内容
としては評価できます。
新型コロナ感染症発生以前のレベルに早く戻っ
て、市民活動団体との市民協働で活動していた
だきたいです。

35

２／２ページ
5-1-16

市民出前講座の開催
（生涯学習課）

市民活動団体への依頼が活発になるよう、講座
リストの冊子の配布とありますが、毎年でしょ
うか。今後も継続的に配布されるのでしょう
か。

毎年、講座リストの冊子を配布しており、今後
も継続的に配布する予定をしています。

36

２／２ページ
5-2-1

市民活動ｾﾝﾀｰ・
生涯学習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ

における相談・
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ機能の充実

（市民協働課・
生涯学習課）

「実施内容」欄に「２-（１）-２［再掲］」と
ありますが、「２-（１）-４［再掲］」ではな
いでしょうか、ご確認していただきたいです。

２－（１）－４［再掲］が正しいです。
申し訳ございません。
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